
                         

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

                                   

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

心豊かにたくましく生きる子供の育成 
＜めざす児童像＞ 

 敬愛 互いの「よさ」を認め、思いやりの心をもつ子 

 剛健 すすんで心身をきたえ、明るく希望に燃える子 

 修学 自ら学び考え、全力を尽くす子 R5.9.13 
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福井市安居小学校 

１学期のまとめの時期です！ 
 長かった夏休みも終わり、１学期の後半がスタートして２週間経ちました。残暑は厳しいですが、子ど

もたちは元気に学習に取り組んでいます。 

 さて、9月2８日には校内体育大会があります。各学年で準備が始まっており、体育の授業では、集団

演技「恐竜の旅」の練習や学年種目の練習をがんばっています。5、6年生は体育大会特別委員会で、放

送・決勝などそれぞれの係の仕事の準備を進めており、応援リーダーは、どんな応援にするか話し合っ

ているところです。６年生中心に全校児童が協力して盛り上げ、校内体育大会を成功させてほしいと思

います。 

 子どもたちにとって充実の秋となるよう、引き続きご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

  

シャボン玉とんだ！  
9 月７日（木）の４時間目、１年生が生活科の

授業で、シャボン玉遊びをしました。ストローを

何本もあわせた道具でたくさんのシャボン玉を

一度にとばしたり、うちわを使って大きいシャボ

ン玉を作ったり、子どもたちは思い思いにシャボ

ン玉遊びを楽しんでいました。お天気もよく、風

も適度に吹いており、絶好のシャボン玉日和。風

にのってキラキラ光りながら舞い上がるシャボ

ン玉に子どもたちは歓声を上げていました。 

 

 

 

  

 

     稲刈りをしたよ 

９月７日（木）の５時間目、秋晴れのもと、

JAや本堂の生産組合、ニシデコンストラクシ

ョンの方々の協力を得て、５年生がなかよし田

の稲刈りをしました。まず、JAの方に安全な

鎌の使い方を教えていただいた後、稲を刈り取

っていきました。みんな汗だくになりながら一

生懸命刈り取り、終わった後は「疲れたけど、

楽しかった」と口々に言っていました。刈り取

ったお米は、家庭科の調理実習で使用したり、

PTA祭で販売したりする予定です。 

 

 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～朝礼の話～ 
 今年度はコロナの感染状況も落ち着いているため、月に１回全校児童が体育館に集まって朝礼をしていま

す。保護者の方は、毎月の朝礼でどんな話があったかお子様からお聞きになっていますか？ 

「校長の話なんて長いだけ。」なんて思い出をおもちの方もいらっしゃるかもしれませんが、校長がどんな話

をしていたかお子様に聞いていただいて、ご家庭での話のネタの一つにでもしていただけると幸いです。 

 先日の夏休み明けの朝礼では、次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

                                 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                                      

                                                                                                     
この学校だよりは、学校のHP（http://www.fukui-city.ed.jp/ago-e/）でもご覧になれます。 

 

「児童の声・保護者の声・地域の声」ご意見やご感想をお知らせください。学校 HPからのメールでも構いません。 

       

 

 

     年 名前            （無記名でも結構です） 

      

   

切 り 取 り 線 

 

 

 

 

日曜日にもかかわらず、大変多くのご家族に参加い 

ただきましてありがとうございました。今回は、子ど 

もたちに外遊びを楽しんでもらいたいというPTAの 

方の思いのもと実施しました。猛暑のため予定時間よ 

り早く終了しましたが、お陰様で、草が生い茂ってい 

たドッジボールコートやグランドも、大変きれいになりました。ドッジボールコートについては、大休み等に

子どもたちが遊べるよう、グランドも９月末の校内体育大会に向けて、さらに整備していきたいと思っていま

す。 

今日は、アメリカのメジャーリーグ（レッドソックス）で活躍している福井市出身の吉田正尚選手のお話 

をします。吉田選手は身長１７３㎝とスポーツ選手としては小柄ですが、体いっぱい使ったフルスイングで

メジャーの一流投手の球を打ち返して、メジャー１年目で一時は打率１位になるなど本当に活躍していま

す。日本のプロ野球になるだけでもすごいのに、体も大きく、いろんな国から一流の選手が集まってくるア

メリカの大リーグでこんなに活躍するというのは本当にすごいことです。 

この全身をフルに使ったスイングの土台は、小学生の頃に作られたと吉田選手自身が語っています。吉田

選手は小学１年生のときから野球を始めたそうなのですが、毎日素振りの練習を欠かさなかったそうです。

しかも、ただ回数を決めてやるのではなく、一振り一振り丁寧に、投手の球種やコースをイメージしながら

考えて振っていたそうです。吉田選手は「回数を決めてやると、ただ回数をこなすだけになりがちなので、

決めずにやりました。だから自分が納得したら早く終わったし、長い時もあった。嫌々やっても続かないの

で」と言っています。 

みなさんはこの話を聞いてどう思いましたか。校長先生は、ただ練習するだけでなく、「自分のためにな 

るように考えて練習する」そして「続けていく」ことが大切なのだなと感じました。みなさんも 吉田選手

のように「常に自分でしっかり考えて取り組む。自分のためになることを続けていく。」ということを大切

にしてほしいと思います。 

特に授業中は「自分でしっかり考える」ことが基本です。先生から言われたことだけをすればよいのでは

なく、自分から積極的に学ぶ習慣をつけましょう。自分からやる気を出して取り組んで、１学期のまとめを

しっかりできるようにしてほしいと思います。 

また、９月２８日には、校内体育大会も予定されています。これはみなさんの手でつくる体育大会です。

一人一人がめあてをもって、力を合わせて校内体育大会を成功させましょう。特に、５、６年生のみなさん

は体育大会の準備や応援などリーダーとしてしっかり考えて１年生から４年生を引っ張っていってくださ

い。期待しています。 

１学期の後半、生活面、学習面、運動面 それぞれ自分でしっかり考えて、やる気をもって、自分自身を

磨いていきましょう。 

 


